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４月２日(水)
市民の生涯学習に役立てて
大塚産業グループの新入社員が教育委員会を訪れ、図書目録

（10万円相当）を寄贈しました。この寄贈は長浜図書館の開館
時から始まり、今回で31回目を数えます。
大塚産業グループの市川純三部長は、「市民にとって図書館は、
コミュニケーションの場であると同時に、安らぎや親子のふれ
あいの場です。企業としてもこのような場に長年寄贈を続けら
れ、感謝している」と話しました。

４月３日(木)
夢は、月面で働くロボットを作ること！
「ロボカップジュニア日本大会」に出場した富岡大貴くん

（長浜北小６年）が、両親とともに藤井市長を訪ね、埼玉大学で
開催された大会の様子を話しました。
この大会は、科学技術分野の次世代を担う子ども達の活動を

支援し、参加者・指導者らの交流を目的に開催された全国大会
です。富岡くんは、「いつか世界大会に出場したい。将来は月面
基地で働くロボットを作りたい」と夢を語りました。

このコーナーは、長浜の見どころ、市民の皆さんの活動の様子やまちで見かけたほっとな話題を紹介します。あなたが知って
いる旬の話題などがあれば、市民広報室（765-6504）までお知らせください。
市公式Facebookページでもさらに詳しくみることができます。

https://www.facebook.com/nagahama.hotnews

４月５日(土)
桜の下で福もちの花が咲きました
春の訪れを喜ぶ祭りとして行われている「観音の里春まつり」。
会場となった向源寺（高月町渡岸寺）境内には、模擬店が軒を
連ねたほか、つきたて餅の振る舞いや「かきもち」焼きの体験
などが行われ、多くの市民で賑わいました。
この春小学校に入学した新一年生の学業成就や交通安全を祈

願して行われる「福もちまき」には、法被姿の子どもたちが参
加し、元気よく餅をまいていました。

4月13日(日)
余呉湖のほとりで賑わって
湖周辺の美しい桜を多くの人に知ってもらおうと「余呉湖さ

くらまつり」が開催されました。
イベントの中心となった余呉湖観光館の周辺では、カメラ教

室や昔遊び体験が行われたほか、振る舞い餅では、つきたての
餅を求めて長い行列ができました。
屋台の出店や地元特産品の販売もあり、訪れた人は思い思い

に春の訪れを楽しんでいました。
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活動PR 『共助、共楽で、心豊かに暮ら
そう』をスローガンに、40～80歳代まで
の21人の会員で幅広く活動しています。
本会は、生涯学習の一環で開かれた大

道芸を学ぶ講座がきっかけとなり、大道
芸の面白さと人を惹きつける魅力にとり
つかれた修了生仲間達が発起人となって
神照で立ちあげました。会の名前は神照
公民館の一字をいただき「大道芸 てるち
ゃん会」とし、大道芸を通して地域社会
に少しでも貢献したいと思い活動を続け
ています。
現在市内を中心に、ＰＴＡ活動や、子

ども会等の自治会行事、文化芸術公演、
町内いきいきサロンなど、数多く出演し
ています。
今後は新規技などを取り入れた大道芸

をさらに広め、皆さんに喜んでもらえる
ようがんばります。
楽しい大道芸をお届けしますので、お

声かけください。随時会員募集もしてい
ます。一緒に楽しいひと時を過ごしませ
んか。

このコーナーでは、市内で活動している団体・サークルを紹介
します。広報紙でＰＲして活動の輪を広げ、仲間を増やしてみ
ませんか。掲載希望は市民広報室まで（7６５－６５０４）。
※営利や宗教・政治・選挙を目的とするもの、限られた地区の
住民が参加する活動や団体などは掲載できません。

大道芸てるちゃん会
〈会長〉廣田 滋さん（7６３－０６６９）

神照公民館

第３木曜日　19時～21時　　　

４月13日(日)
長浜の魅力を再認識
「観音の里・長浜」の魅力を伝えようと、３月21日から東京

藝術大学大学美術館で開催されていた「観音の里の祈りとくら
し展」が閉幕しました。入場者総数19,213人、１日平均915人
と、当初の予想をはるかに超え大きな反響を呼びました。
寄せられたアンケート約3,000通。「涙が出るほどすばらしか

った」「観音様のお顔を観ていやされた」など称賛のコメントが
多く、長浜に受け継がれてきた地域文化がたくさんの人に感動
を与えました。

４月17日(木)
低炭素社会の実現へ
市民団体「ながはまアメニティ会議」が、長浜シルバー人材

センターの屋根に太陽光発電システムを設置し、その披露式典
が行われました。
市の市民団体発電支援制度を活用した取組みは今回が初めて

です。
会長の沢尾武廣さんは「設置した太陽光発電システムを活用

し、自然エネルギーの学びに役立ててもらいたい。今後、より
一層環境保全活動に取り組みたい」と意気込みを語りました。


